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２０２６年（令和８年）２月 

第２３号 くーおん ニュース 

年頭に当たり、理事長よりご挨拶 

 

障害福祉の世界は、社会情勢の波
に多大な影響を受けます。わたした
ち”くーおん”っ子は、地域の中で輝い
ていきたいと常日頃から考えて進んで
きました。それは、福祉とか健常とか
いう括りでは割り切れないことばかり
です。法人発足から 2年後に、児童

福祉の放課後等デイサービス、その
3年後に児童発達支援、そして相談
支援と現在は、児童福祉法に基づく

事業が、法人の事業の大半を占めて
います。その中で様々なご家族さまと
の出会いがありました。ふと、振り返
ると、「おやっ？わたしたち、いつも難
しい顔をしていないかしら」・・・子ども
たちにとっての社会は、いつでも順風
満帆というばかりではありません。も
ちろん、福祉事業の収入は利用者さ

まと行政からの給付金で賄われてい
るので、真面目に真摯でいることは
絶対ですが、困ったご家族やお子さ
まがいたら、そんなときだからこそ、
わたしたちが陽気に笑っていられる
人や場所でいたい、法人発足当初か
らの”ワクワク”した毎日と、”キラキ

ラ”した未来の道をみんなと一緒に作
りたい！という気持ちを今一度心にと
もして、みなさまとスタッフ一同楽しく

日々過ごしていきたいと思います。 

昨年は、法人はじめての成人の事
業（日中一時支援）をスタートしまし
た。人生ずっと楽しく輝きづけられる
よう、皆さまとともに歩んでいきたいと
思います。 

 

理事長 山下 貴子 

令和 8年がはじまりました。理事長山下にとって特別な”午”年。何かが起こる年

にしたい！！ 

〈意見交換会〉 令和７年９月１８日（木） 

場所 高根木戸町会会館 

出席 ２４名（会員 １７名、スタッフ ７名） 
. 意見交換会は今後の法人の方針や、法人を

ご利用されている保護者の方々と意見や子育

てのお悩みなど様々なお話をする会となってい

ます。初めに理事長挨拶、各事業所の活動報

告の後、意見交換が行われました。保護者の

方からは思春期やきょうだい児との関係の話

や、学校や就労先選びなど様々なお悩みを聞

き、実はうちの子も…と同じような悩みが出て 

きたり、高校生の保護者の方から小学生の保護者の方へ、同じような状況の

時にどのように対応したかを伝えたり、保護者同士でのお話の場面も多くあり

ました。今年は初めて法人できょうだい児のイベントを行ったこともあり、小さい

内からきょうだい児同士で顔を合わせられる場所や、親以外で顔見知りの大人

ができるとよいという意見もありました。また、障害児が利用できる美容室や遊

び場、参加できるイベントなどの情報をどうやって取ったら良いのかわからない

という意見があり、保護者同士のグループ LINE等で情報を共有したりしてい
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る事例もありましたが、法人でも何か情報があれば、出来る範囲で共有していきたいという話になりました。

最後に総括として、「送迎が無い分、保護者の方と合って直接お話をする機会は多いですが、今回のように

法人に対してやって欲しい事やご意見をいただき、自分たちが気付かなかったことが沢山ありました。皆様

の意見を参考に行事等考えていければと思います」という言葉で締めくくりました。 

〈第７回座談会〉 令和７年１１月１１日（火） 

場所：社会福祉法人あひるの会〈あかね園〉 

参加者：３７名（保護者２２名、スタッフ１５名） 

 今年の座談会は初めて施設見学を行いました。習志野市にある、あか
ね園さんにお邪魔し、スライドを見ながらあかね園の概要、社会に出た後

の生活についてなどの説明、グループに分かれての施設見学、最後には

質疑応答を行いました。 

初めに施設長の松尾さんより、ご挨拶を頂きました。「あかね園は障が

いのある子を持つ親御さんたちの、自分の子の働く場所を作りたいという

思いから設立され、社会に出る前に心の準備や、生活の準備をする場と

なっている。設立当初の親御さんたちは現在 80代ですが、子ども達が 

〈挨拶できる事、我慢ができる事〉が地域や企業で見てもらえる、育ててもらえるためにとても大切な事」とお

っしゃっていました。スライドでは【働くことについて考える】をテーマに障害者雇用の実態や、仕事へのモチ

ベーションを保つことの大切さ、働くことの年齢や暮らしでの変化について学びました。子どもの時から出来

ることとしては、生活習慣や生活リズムを整えること、健康、体力を維持すること。これらが、大人になって

からの自立や意欲に結びつくそうです。また、あかね園での支援の目的、役割については、〈働く意欲、気

持ちを育むこと〉だとおっしゃっていました。施設見学では、ワーキングスペースへ行き、実際に働いている

様子を見学しました。お菓子の箱の組み立て作業や、チラシのセット、企業からの委託業務など様々な業

務を行っていて、年齢層は広く、ひとりひとりに合った作業を見つけて、適材適所で働いているそうです。施

設全体は新しく、綺麗でしたが、あえてアナログなところも残しているそうで、水道や電気は自動にせず、社

会に出た時のギャップにならないよう、生活環境を整え過ぎないようにしているというお話が印象的でした。

最後の質疑応答では、保護者の方からの質問に施設長の松尾さんに答えて頂きました。(抜粋) 

Ｑ、生活リズムを整えることが大変。家庭での支援のノウハウがあれば知りたい。 

Ａ、成長の段階があるが、手を出さない事。あかね園では朝起きられないなら、起こさなくていい、遅刻させ

る。遅刻して送迎バスに間に合わなければ公共交通機関を使う、仕事に間に合わなくて迷惑をかけたら

謝るなど、ダメなことをダメだと思わせる環境をつくることが大事。 

Q、特に女の子について、小さい時から気を付けるべき事があればアドバイスが欲しい。 

A、流されないように、ダメなことを断る力を付けること。ロールプレイやシミュレーションで断る練習をするこ

とが必要。 

質疑応答をもって座談会は終了となりました。 

保護者の方々もスタッフもメモを取りながら熱心にお話を聞き、施設を見学している姿がとても印象的で

した。子ども達の将来を考えて、今から出来ることを、保護者の方々と一緒に考えていきたいと強く感じる座

談会でした。 

参加して頂いた保護者の皆様、ありがとうございました。 
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～中高生・カラオケ～ 

夏休みの間は放課後の時間よりも長い時間の活動になるので、小学生では夏プログラムを行って

います。今年は、野菜スタンプ、水遊び、すごろく、寒天遊び、バブル絵の具を約 1 週間ずつ行いまし

た。水遊びは水鉄砲や水風船を使い、公園で大はしゃぎ！今年はアニメや映画で見た役になりきっ

て、遊んでいる日もあり、大いに盛り上がっていました。寒天遊びはボウルで大きな寒天を作ってお

き、その中に小さな貝殻やフィギュアを隠し、宝探しをしました。初めは寒天を手で触ることが難しい 

子でも、何が入っているか探しているうちに、寒天を触っていたり、寒天

をぐちゃぐちゃにして手や腕につけて、感触を楽しんでいる子もいまし

た。バブル絵の具は色を付けたシャボン液をストローで吹き、上から画用

紙を乗せ、様々な模様を作ります。どのような模様が出来ているのか、ワ

クワクしながら画用紙をめくったり、様々な色のシャボン液をブクブクし

楽しんでいる様子も見られました。 

～小学生・夏プログラム～ 

～小学生・夏のお楽しみ会～ 

7 月 24 日、25 日、26 日の 3 日間に分けて、小学生の夏のお楽しみ

会を行いました。今年のテーマは『夏フェス』！！フェスと言えば音楽に屋

台…と想像を膨らませて、オリジナルのゲームを行いました。初めにかき

氷をみんなで作って食べました。かき氷器で力いっぱい氷をかき、好きな

シロップをかけて食べました。子ども達はシロップを混ぜてレインボーか

き氷にしたり、何回もおかわりをしてたくさん食べていました。制作はうち

わ作りを行いました。フェスのうちわと言えば推しうちわということで、自

分の名前を貼り、花火のデコレーションをしたうちわを作りました。ゲーム

は二人一組になって、段ボールのお好み焼きをひっくり返したり、音楽が 

鳴っている間ダンスをして、音楽が止まったら玉入れをするミュージック玉入れなどを行い、大盛り上

がりでした。最後にスタッフによるリコーダー演奏を行いました。知っている曲を一緒に歌ったり、リコ

ーダーの音をじっと聞いていたり、子ども達の様々な様子を見ることが出来ました。 

7 月 30 日、8 月 1 日の 2 日間に分けて、恒例の中高生カラオケを行いました。 

午前中は近くのスーパーやコンビニへ買い物に行き、その後は 2 チームに分かれて、洗濯バサミつ

けや片足立ち 1 分チャレンジ、○×クイズなどのゲームに取り組みました。声を掛け合いながら、協力

して楽しむ姿が見られました。 

昼食後は、カラオケで歌う順番を決めるための恒例のビンゴゲームを行ってから会場へ移動しまし

た。アニメやドラマ、今流行りの曲を楽しそうに歌う子や、音楽に合わせて踊る子など、それぞれの個

性が光る、笑顔あふれるイベントとなりました。 
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～中高生・社会科見学～ 

10 月 25 日と 11 月 1 日にお台場に社会科見学に出かけました。ゆ

りかもめでお台場に行き、フードコートで昼食を食べて、フジテレビなど

散策をしました。この後、HADO アリーナで AR 体験をしました。頭につ

けたバンドにスマホを取り付けて、画面から見える敵チームやモンスター

に対して腕につけたリストバンドを振る事で攻撃のボールをぶつけまし

た。皆んな、沢山腕を動かしてボールを出して相手を倒すのに必死でし

た。対戦型では、チーム内で協力しつつ攻撃や防御を行っていました。モ 

ンスター型では誰が 1 番倒せたかを競いました。皆んな汗をかいて夢中になっていました。お店の方

が、マイクで盛り上げて下さり楽しい時間を過ごせました。体を使っての AR ゲームでは初めてのお子

さんが多かったのですが尻込みする事なく楽しむ姿が見られ良い体験が出来たのではと思います。 

12 月 20 日、26 日、27 日に小学生の冬のお楽し

み会を実施しました。今回は『UFO を飛ばそう』『じゃ

んけんパズル』『何が見えるかな？』の３つのゲームを

行いました。 

チームで力を合わせてポイントを集める中、特に盛り上がったのは最後の『何が見えるかな？』で

す。このゲームはマットとマットの間を流れてくる 5 つのお題が何かを当てるゲームです。見えたもの

をすぐに答えずチームで相談して答えを書くというルールがありましたが、思わず心の声が漏れてし

まう子も。最終問題でスタッフが流れてくると、「言っちゃダメ！」と必死に我慢したり、笑ったりして

いる子たちの姿が見られました。 

昼食後は、貯めたポイントを使って、とれいる駄菓子屋でお買い物。自分で計算しながら、悩んで選

ぶ姿がとても印象的でした。 

～小学生・冬のお楽しみ会～ 

～中高生・ボーリング～ 

12 月 24 日、25 日は中高生と毎年恒例のボーリングへ行きました。電

車で八千代緑が丘駅まで行き、お昼はフードコートで自分が持ってきたお

金の範囲でメニューを選び、支払いや配膳などを体験、学習しました。 

ボーリングでは、ストライクやスペアが出ると、チームのみんなでハイタッ

チをして喜び合ったり、終了後は表彰式を行って、お互いの健闘を称え合い

ました。 
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爽やかな秋晴れの 11 月、千葉寺駅からのんびりお散歩をしながら『青葉の森

公園』へ行ってきました。まずは生態園へ行き、園内を散策しました。普段あまり

見ることのない珍しい葉っぱを観察したり、野鳥観察舎では双眼鏡に釘付けに

なる子供達の姿が見られました。昼食後は博物館を見学し、剝製に触れてみた

り、本物のカエルや蛇に夢中になる子供たちもいました。午後は里の森で、みん

なで葉っぱを集めて落ち葉アートを作ったり、スタッフ対子供でリレー対決を行

いました。リレーでは大人に勝って、とても嬉しそうな子供達でした。 

今年の高学年自然体験は、何年かぶりに船橋県民の森での活動になりました。 

以前のように大きな炉ではないので、生の芋から焼き芋をする事はできなか

ったのですが、事前にスタッフが電子レンジで火を通してからの焼き芋になりま

した。 

バスの混雑を避けるために、こるおれ放デイの子どもたちと、とれいるの子ど

もたちと、ルートを二パターン用意して県民の森に向かいました。また、今年は初

の試みとして、低学年のお子さまを対象に、親子で参加ができるようにし、親子６

組の参加がありました。また、調理や子どもの対応のボランティアさんが６名参

加してくれました。 

活動の流れは、まず、スタッフや子どもたち、親子参加の方全員で挨拶をし、全体で猛獣狩りという

遊びや、大人と子供の対抗リレーなどレクを行い、色々な方と交流をしました。その後全員で、セラピ

ーコースという散策コースを歩きながら、落ち葉などを挟んで持ち帰れるシートに、様々な落ち葉や

花、木の実などを挟みながら歩き、様々な作品を作りました。落ち葉や花を透明なシートに挟んである

ので、陽に透かして見たり、他の子と見せ合いっこをしたりして一人一人思い出に残る作品が出来上

がっていました。 

セラピーコースを散策した後は、待望のお昼ごはん。自宅から持参したおにぎりと、ボランティアさ

んに作ってもらった豚汁やフランクフルト、焼き芋をお腹いっぱいに食べ、大満足した後に、火であぶ

ったマシュマロとチョコをクラッカーで挟んだものをみんなで作って食べました。子どもたちは、割り

ばしに刺したマシュマロを、火にあぶる事が初めてな子がほとんどなので、「煙が目にしみる・・・」「熱

い・・・」と言いながらも、頑張ってマシュマロを火であぶっていました。 

赤や黄色の紅葉を見たり、冬の空気を感じたり、外での食事を楽しんだりして、たくさんの笑い声と

自然を感じる一日になりました。 

また、子ども達、親子、スタッフ、ボランティアさんなど、法人に関わる様々な人とのふれあい・・たく

さんの人が関わった自然体験になりました。 

☆自然体験☆ 

低学年自然体験 

自然体験（高学年）県民の森 
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8 月 3 日、4 日に今年も岩井海岸へとれいるの中高生とキャンプに行きまし

た。海では、前日までの台風の影響で波も少し高かったですが、皆、怖がらずに

海に入れていました。歩く人、水を掛け合う人、波に乗る人と皆それぞれに楽し

んでいました。 

海からあがった後は、宿の庭でスイカ割りを行いました。頑張って割ったスイ

カを皆んなで食べました。甘くて美味しかったです。 

夕食後は、2 チームに分かれて場所が変わったのは誰でしょう？ゲームとビ

ンゴを行って盛り上がりました。その後、庭で花火をしました。皆、思い思いに楽

しそうに行ってました。 

2 日目は、朝、海岸を散歩、貝を探したりしました。宿を出てからは、

浜金谷から久里浜に行き戻ってくるフェリーに乗りました。フェリーの

中では船に関するクイズに答えるため船内を動き回りました。また、アイ

スやかき氷を買って食べたり、フェリーからの景色を見たりとそれぞれ

の時間を過ごしていました。 

宿の方に今年も良くしていただき快適に過ごせました。また、今年の

夏もキャンプに行きたいと思います。 

☆キャンプ☆ 

８月 ～岩井キャンプ～ 

８月 ～手賀の丘キャンプ～（小学校１年～6年生対象） 

８月２２日・２３日で、手賀の丘少年自然の家に行ってきました。

とれいる８名・こるおれ６名・スタッフ１１名・ボランティアさん 5 名、

総勢 30 名での活動となりました。 

なんと！今回の協力ボランティアさんの中には、くーおん設立時

に小学生で利用スタートし、高校卒業まで在籍されていた方が学生

ボランティアで登場   嬉しいですね～       

その他にも『キャンプファイヤー長』としてギターを片手に歌をう

たい、全員参加のアブラハムダンス♪毎年手賀の丘キャンプのお楽

しみとしてプログラムを考えてくれているボランティアさん。アルバ 

イトを卒業して、今年度から社会人のボランティアさんとして自然体験やキャンプに参加してしてくだ

さっている方・・・多くのボランティアさんに支えられ今年度も楽しく活動してきました。施設内で【よく

飛ぶひこうき】を制作し、中庭で飛ばしたり、プラネタリウム鑑賞。二日目にはカレーを作って食べる体

験もしています。１年生～６年生と、参加者にも年齢差があった分、活動に余裕もでき、高学年が率先

して手伝ってくれる姿をみることもできました。 
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＊夏祭り 

通常の運動プログラムが６０分のクラスのみとなり、夏休み恒

例の集中プログラム復活です！ 

『ボール、なわとび、てつぼうの集中プログラム＋公園での水遊

び＋昼食』でトータル３時間１０分のクラス。今年度は施設体験実

習で大学生が毎週参加してくれていたので、いつにもまして笑顔

いっぱいの活動となりました。普段のクラスとは違う仲間たちと 

の交流で、おしゃべりを楽しんだり、一緒にお弁当を食べたり・・・運動以外の活動がある分、みんなで協

力しあう機会を作ることができました。 

＊街探検 

8 月 25 日～29 日にこるおれ夏祭りを行いました。午前中グループのお子さまが絵の具スタンプで

作った花火がお祭りの雰囲気を盛り上げます。一人ずつカゴを持って縁日でお買い物。午後のグループ

ではお客さんと店員さんを交代で行いました。今年は初登場したジュースのドリンクバーが人気でし

た。メニューの絵カードを指さして注文、ジュースを受け取ると早速ストローをくわえて飲んでいるお子

さまがいました。かき氷は色々な味があり、どれにしようか迷っていました。「これください」「どうぞ」と

店員さんとお客さんになりきって、お友だちとのやり取りを楽しんでいました。 

ゲームコーナーでは、射的、魚釣り、ワニワニパニックが登場。毎年人気のワニワニパニック。ハンマー

がワニに当たると、ニッコリ笑顔のお子さま。ワニがいつ出てくるかと真剣な瞳で見つめていました。午

前中グループは保護者の皆様にも一緒に夏祭りに参加していただきました。こるおれで保護者の方と

過ごす時間も新鮮で、お子さまも嬉しそうでした。 

くーおん活動報告

夏休みプログラム（全５回） 

７月２１日に小学１～３年生対象の街探検を行いました。暑い日でしたが、こまめ

に水分を摂りながら忍者修行に励みました。みんなで掟を唱え修行開始。岩や丸太

などの障害物を素早くよける修行では、真剣な眼差して取り組んでいました。こる

おれがある通りの商店会の皆様にご協力いただき、謎解きをしながら宝の鍵を探

しました。紙に書かれているヒントを元に、お店を探します。地図を見ながら商店街

を散策しました。お店が合っているかお店の方に尋ねたり、秘密の合言葉を伝え、

宝のありかにたどり着くためのヒントをもらいました。みんなで集めたヒントを元

にたどり着いたのは公園。宝の鍵を見つけ、無事宝箱を開けることができました。 

最近では個人商店が少なく、お店の方とお話する機会も少ないため、貴重な体

験となりました。 
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  暑さもおさまり、身体を動かすのが気持ちよい季節。10 月は『こるり

んぴっく（運動会ごっこ）』を行いました。カラフルなポンポンを振って

「ガンバリマン」の歌で開幕。みんなで並んで走る『よーいどん』。後ろ向

き、横むきなど身体の向きを変えて走ることにも挑戦しました。ジュー

スの入ったペットボトルを機関車にのせてゴールまで運ぶ『ひっぱりあ

そび』。果物を拾ってパンダに食べさせてあげる『玉入れ』。おこさまの

興味や発達に合わせたプログラムで身体を動かすことを楽しみました。 

１２月 3 日、5 日に地域ボランティアの‘おはなしパフェ植草

‘さんに来ていただき『おはなし会』を開催しました。ダンゴムシ

のシアターでは、ダンゴムシがだんだん大きくなっていく姿に

お子さまたちはびっくり。お話の世界に一緒に参加する場面も

あり、ダンゴムシに 1 人ずつ靴を選んで履かせてあげました。

自分の順番が来るとニッコリ笑顔になって参加していました。

みんなが大好きな動物が出てくる歌は手あそびをして楽しみ

ました。いつもとは違う大きな絵本や仕掛けのあるシアターに

みんな夢中になっていました。 

＊運動会ごっこ 

＊おはなし会 
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『運動支援』が一番の特色である法人の強み     を最大限

に活用した日中一時支援事業が、１０月１日にオープンしま

した。 

現在、土曜日を中心に活動しております。 

主に小・中・高校生時代に【とれいる】を利用されていた

OB・OG の方が登録、利用されています。高校を卒業する

と一気に体を動かす機会がなくなった・・・成人病予備軍な

ど、気になる所が出てくる時代。学生の頃には心配していな

かったものの、社会に出たら「こんなはずじゃなかっ

た・・・。」そんな話もよく耳にします。 

午前は室内トレーニング・午後から参加の方のトレーニン

グ終了後（１5 時半頃）公園に出てランニング♪等、アクティ

ブに活動中です。利用者の方々、ブランクはあるものの、毎

週のように利用しているとトレーニングの感覚を取り戻し活

動できるようになるから素晴らしい！ 

看護師の健康チェックが入ったり、タオルを絞って机を拭いたり、持参した弁当箱を食後に自分で洗

ったり。生活の中で必要な動作を予習・復習する場としての提供もしています。様々な事業所での様子

を話したり、お出かけの話、趣味の話、色々話せて楽しい成人した方たちの新しい居場所になればと考

えています。 

ぷりめろ活動報告

ぷりめろ（日中一時支援事業部門）オープン！ 

会費のご案内 

 活動にご理解とご支援・ご協力をいただき、より充実した活動をしていきたいと考えます。ぜひ、くーおん

の活動への参加と、ご支援をお願いいたします。 

 入会希望される方は、別紙の申込用紙にご記入の上、事務局にお送りください。 
 
【正会員】 年会費 ５０００円 

【サポート会員】 年会費 ３０００円 

【賛助会員】 一口 ５０００円 
 
※正会員 ・・・  くーおんの設立趣旨をご理解頂き、活動に参加 して頂ける方。 
 
※サポート会員  ・・・  くーおんの活動を支援して頂ける方。 

 ボランティアの方には、機関紙などで活動状況をお知らせしたり、交流事業に

参加していただけます。総会の議決権はありません。 
 
※賛助会員    ・・・  くーおんの活動を影ながら支援して頂ける方。 

機関紙などで活動状況をお知らせいたします。 

総会の議決権はありません。 



 

 

 

私たちの活動はたくさんのボランティアの方

たちの協力をいただいています。通常クラスで

のサポート、自然体験 3～5回、キャンプなど

の多岐にわたり、活動していく上で欠かせない

存在となっています。 

これからも、小さい私たちの支えになってい

ただけますよう、よろしくお願い致します。 

１月１７日（土）、今年もこるおれ・とれいる・ぷりめろの利

用者さんと一緒に書道を楽しませていただきました。 

最初のデモンストレーションでは、子どもたちのリクエスト

を受け付けたところ、発想が素晴らしく‘蟹’や‘蟻’など、とて

も難しい字が候補に上がりました。その中から‘蟹’を選ん

で、なんとか書き上げることができました。 

自分では絶対に選ばない字に挑戦できたのは、子どもた

ちの自由な発想があったからこそだと思っています。今回も

貴重な機会を作っていただきましてありがとうございました。 
（N.K） 

編集後記 

 
 

 

特定非営利活動法人「くーおん」 

〒274-0063 

船橋市習志野台 2-16-10  
 

TEL: 047-494-1358 

 

E-MAIL：kuon@ae.auone-net.jp 

URL：http://kuon2012.jp/kuon/ 

BLOG：http://kuon2012.seesaa.net/ 

「とれいる」 

放課後等デイサービス 

 児童発達支援 

〒274-0063 

船橋市習志野台 2-16-10 
 

TEL・ FAX: 047-419-1643 

 

E-MAIL：trail@ab.auone-net.jp 

URL：http://kuon2012.jp/trail/ 

BLOG：http://trail2014.seesaa.net/ 

 

「こるおれ」 

児童発達支援 

放課後等デイサービス 

〒274-0065 

船橋市高根台 6-19-24 
 

TEL: 047-494-5247 

 

E-MAIL：coluore@ab.auone-net.jp 

URL：http://kuon2012.jp/coluore/ 

BLOG：http://coluore2019.seesaa.net/ 

 

「るぷらん」 

特定障がい児相談支援 

特定相談支援 

〒274-0065 

船橋市高根台 6-41-13-101 
 

TEL: 080-6960-5651 

 

E-MAIL：rupuran03@gmail.com 

「ぷりめろ」 

日中一時支援 

〒274-0063 

船橋市習志野台 2-16-10 ２階 
 

TEL: 080-9321-3951 

 

 


